
中小製造業 技術者の 
業務カイゼン＆ＩＴカイゼンへの取り組み 

2011年11月18日（金） 

株式会社 今野製作所 代表取締役社長 今野浩好 



会社の紹介 

大阪営業所 
〒550-0002 大阪府大阪市 
西区江戸堀1-23-19 1101 

  TEL 06-4803-6565 FAX 06-4803-6566 

福島工場 
〒979-2700 福島県相馬郡 
新地町北原154-5 

  TEL 0244-62-3470 FAX 0244-62-4263 

本社・東京工場  

〒123-0873 東京都足立区 
扇1-22-4 

  TEL 03-3890-3406 FAX 03-3856-1740 

油圧機器事業 

自社ブランド商品イーグル爪つきジャッキの製造サービス。「持
上・移動・位置せの改善パートナー」を目指しています。 

http://www.eagle-jack.jp 

板金加工事業 

クリーン環境のステンレス器具・備品のオーダーメイドサー
ビス、ステンレス板金加工サービスです。 

http://www.bankin-order.com 

開発品事業 

福祉機器等の製品開発。３次元ＣＡＤ（solidworks）による
機械設計・構造解析から試作まで。 

http://www. isudoko.jp 

3名 11名 16名 
営業 4名 

技術 4名 
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製造 10名 

業務  1名 

製造 6名 

業務 2名 

 3,020万円 （東京投資育成株式会社持ち株比率 49％） 

事
業
内
容 

資本金 

2011年11月01日現在 

創業  1961年 



あらすじ 

① カイゼンの背景・課題 

 

② 業務プロセスの見える化 
 

③ 見積もり業務のＩＴカイゼン 



油圧機器事業 ／EAGLE 油圧爪つきジャッキ 

油圧爪つきジャッキでは 

業界シェア ７０％ 

隠れたトップシェア企業です！ 



本社工場の主な製品 

フィルタ部品、パンチング加工品 

金網、パンチングメタル販売企業様の加工パートナーとして、
小ロット多品種に対応しています。 

板金加工製品 

個別受注生産のステンレス板金加工でお役に立
ちます。 



このままでは将来 
 仕事がなくなる・・・ 

ローテクで、 
 先端的な技術はないし 

高付加価値化をめざせ！ 
  と、言われても・・・ 

2000年頃の悩み 



本社工場 ものづくりスタッフ 

工場長 

（53） 

職人 
（54） 

嘱託 

（66） 

職人 
（52） 

職人 
（40） 

嘱託 

（65） 

10年前 現在 

管理・営業 

（32） 

職人 
（40） 

職人 
（26） 

職人 
（26） 

技術 
（41） 

技術 
（33） 

技術 
（25） 

職人 

（64） 

職人 
（50） 

工場長 

（63） 

職人 

（62） 
平均：42才 平均：55才 



リーマンショック 2008 

▲４５％ 



設計要素の高い板金製作 

受注設計製作品を増やそう！ 

油圧機器事業の特注対応 



新しい受注形態が増えてきたら・・・ 

繰り返し 

受注生産 

個別 

受注設計生産 

従
来
顧
客 

新
規
顧
客 

仕事の流れも内容も、とても複雑になってしまった。 

もともと「多品種・少量」ではあったが 



受注前段階が忙しい・・・ 

引き合い対応 

見積もり検討 



設計がボトルネックに 

若返りで力不足 

情報待ち・処理遅れ 

負荷が集中 

変更・混乱・遅延 

営業 設計 

製造 業務 



見積もり 見積もり 

見積もり段階が重要！ 

引き合い 受注 生産 調達 

• 顧客要求の把握・提案力 

• レスポンスのスピード 

• 見積りは利益の源泉 

設計 

引き合い 



あらすじ 

① カイゼンの背景・課題 

 

② 業務プロセスの見える化 
 

③ 見積もり業務のＩＴカイゼン 



業務見える化プロジェクト 2010年7月～ 

NPO法人バリューチェーン
プロセス協議会（VCPC） 

中小企業に 

プロセス参照モデルは 

活用できるか？ 



プロセス改革モデル全体像 【レベル４】  

dI2.1-1
新商品開発要求の
受領

dI2.1-2
新商品開発要求の
確認

dI2.1-3
受入適合基準の確
認

dI2.1-4
制約・前提条件の
確認

dI2.2-2
新商品開発要求の
要素分解

dI2.2-3
新商品開発要求
の詳細化

dI2.2-4 分解・詳
細化された要求仕
様のレビュー

dI2.3-1
設計要求仕様の受
領・検討

dI2.3-3
設計要求仕様の発
行

dI2.2-5 分解・詳
細化された要求仕
様のリソース見積

dI2.2-6 分解・詳
細化された要求仕
様のリソース調整

dI2.2-7
プロジェクト計画書
の策定・承認

dI2.1-5
新商品開発プロジ
ェクト憲章の作成

sD3.01-1
RFP/RFQの入手
・確認

構
想
図

sD3.03-3
受注オーダの発
行

sD3.01-3
提案書/見積書
の作成

イージーオーダ
フル設計オーダ
の判断ルール

①提案仕様書
参考図/提案図
制約条件
イージオーダ可否
原価計算表（概算/詳細）
大日程計画

③最終仕様書
④試作品

dI2.4-1 リサーチ
仕様、製品設計
仕様の受領

dI2.4-2 製品設計仕
様のデザインレビュー
（対試験評価項目)

dI2.4-3 製品設計仕
様のデザインレビュー
（対受入適合基準)

dI2.4-4
製品設計の確認の
完了

営業へ回答

製品設計/試作
デザインレビュー
ルール

②設計要求仕様書/注文書

sD3.03-4、sD3.03-5は
Integrateプロセスへ移動

型式＝特注品番号

見積時

<社内>

dI2.4-3 製品設計仕
様のデザインレビュ
ー（対受入適合基準)

<顧客との確認>

商
品
開
発
プ
ロ
セ
ス

dD2.3-2
割当済み設計リソ
ースの準備

dD2.4-1
試作指示の受領

dD2.4-2
割当済み試作リソ
ースの準備

dD2.4-3
試作品の製作と試
験評価

dD2.4-4
試作のデザインレ
ビュー

dD2.4-6
試作の完了

dD2.5-2  割当済み
設計リリース準備
のリソース準備

dD2.5-3
設計・試作の文書
化

dD2.5-4
設計・試作の文書
化の検査

dD2.5-6
設計リリース準備
の完了

dD2.6-1
設計リリースの検討

dD2.6-2  
設計リリースの承
認

dD2.6-3
設計リリースの発
行

設
計
図
書

本社技術部
福嶋工場技術Ｇ
ETO部品のサプライヤ

dD2.1-1
設計要求仕様の受
領

dD2.1-5
設計要求仕様の要
素分解

dD2.2-1
分解・詳細化された
要求仕様の受領、
リソース見積

dD2.2-2
利用可能な設計リ
ソースの確認

dD2.2-3
設計スケジュール
案の作成

dD2.2-4
設計スケジュール
の選定と承認

dD2.1-6
設計要求仕様の詳
細化

④試作品

製
品
設
計
プ
ロ
セ
ス

dI2.7-2
リリースのための
文書化

dI2.7-4
商品開発プロジェ
クトの報告書作成

⑥顧客
納入
図書

sM3.1-1
製品設計、生産
設計の受領

sM3.1-2
製造方法の検
討

sM3.1-3
製造方法の設
定

sM3.1-4
製造方法の確
定と通知

生産日程計画
と生産プロセス

sD3.04
据付日程の設
定

sD1.10
仕分・梱包

sD1.11
出荷準備

sD1.12
出荷（輸配送）

sD1.14
据付、試運転

sD1.15-2
売上計上

sD1.15-3
請求書の作成・
送付

sD1.15-4
入金の確認、
請求消込

こ
こ
は
レ
ベ
ル
３
プ
ロ
セ
ス
で
表
記

生
産
・
出
荷
プ
ロ
セ
ス

RFP/RFQ、顧客要求確認シート
見積案件番号/特注品番号

調達日程計画
と調達プロセス

部品構成表
部品図

特注購買品

見積依頼（サプライヤ） 特注品
差立表

設計基準

試作レビューポイント

検図ルール
部品表のRev管理ルール

設計出図ルール

⑦開発工数･
費用計画対比

製造部品表
（手配先、副資材、

製造工程）

福島工場
管理技術Ｇ

sD3.01-4
提案書/見積書
の承認と送付

sD3.02-1
顧客の回答を
入手・確認

微
調
整
項
目

sD3.02-2
契約制約条件
の確認

sD3.02-3
契約詳細の交渉
と契約書の作成

sD3.02-4
契約書の承認と
顧客への送付

sD3.03-1
契約書・注文書
の受領・確認

sD3.03-2
前受金の受領処
理

sD3.03-4
リソース確保とプ
ロジェクト計画の
策定

sD3.03-5
プロジェクト計画
の承認と通知

提案仕様書
参考図、提案図
原価計算シート

RFP/RFQ
顧客要求確認シート
見積案件番号

提
案
・
受
注
プ
ロ
セ
ス

③最終仕様書
・詳細図（組立図、

部品図）
・購買品目リスト
・設計部品表
・試作指示書
・原価計算表

　　　　　

ETO品
RFP/RFQ

提案書
見積書

回答

新規顧客

注文請書再見積書

顧　　客

見直された提案仕様書
見積案件番号

dD2.1-3
試験評価項目の
確認

見積案件の
受付ルール

設計変更の
受付ルール

設計基準

技術情報の
保存ルール

dD2.1-2
設計要求仕様の確
認

注文書

営業報告

設計への
フィード
バック情報

基本設計

基本設計

構想設計

dD2.4
プロトタイプ開発

試作

dD2.1
設計要求仕様の
受領、確認、分解

dD2.2
設計活動のスケ
ジューリング

dD2.3
設計とデザイン
レビュー

dD2.5
設計リリース準備

dD2.6
設計リリース

dI2.1
要求の受領と
確認

dI2.2
要求の分解

dI2.3
設計要求仕様
の配信

dI2.4
製品設計の
入手と確認

dI2.7
商品リリース
準備

ETO部品は
ここで発注

ETO部品
は発注済み

⑤設計図書
組立図
部品図
製作指示
購買品目リスト

原価計算表

イージーオーダ
フル設計オーダ
の判断ルール

dD2.3-4
設計のレビューと
承認

dD2.3-6
設計の完了

設計レビューポイント

詳細設計

dD2.3
設計とデザイン
レビュー dD2.3-3

設計作業

詳
細
図

試作あり

試作あり

計
画
図

設計基準

sD1.01-1
見積依頼の受
領・確認

sD1.01-2
見積条件の検
討（顧客の与信
他)

sD1.01-3
見積条件の検
討（プロダクト、
価格）

sD1.01-4
見積条件の検
討（納入条件）

sD1.01-5
見積回答の作
成

sD1.01-6
見積回答の送
付

sD1.02-1
受注オーダ受領
・確認

sD1.02-2
受注の確認（顧
客の与信他）

sD1.02-3
受注の確認（プ
ロダクト、価格）

sD1.02-4
受注の確認（納
入条件）

sD1.02-5
前受金受領処
理

sD1.02-6
受注オーダの承
認、発行、顧客
への通知

標準品
イージーオーダ
引き合い

　　　　
　

見込顧客

見
込
顧
客

見積書

回答

標準品の出荷へ

イージーオーダ
品の生産へ

標準品の受注より

ETO品の
生産へ

標準品の在庫補充

イージーオーダ
品の受注より

イージーオーダ品



非定型業務の情報連携 

引き合い～見積もり段階の 

 

営業・設計間の「非定型業務」の 

 

情報連携 

着目！ 



デジエ・ライブラリの構想 

特注品見積 
進捗シナリオ 

提案仕様書作成 

シナリオ 

顧客要求受付け 

シナリオ 

（新規の場合） 
与信チェックへ 

顧客要求受領 

要求仕様確認
シート 

販売チャネル 
の調整 

顧客要求確定 

提案仕様 
作成の依頼 

顧客要求 
内容の確認 

売価設定 

納期・納入条件 

見積書作成 

見積書提出 

仕様作成 
依頼の受領 

流用設計・イー
ジーオーダ可否 

部品表の作成 
（原価見積表） 

前提・制約条件 
の確認 

提案仕様書 
作成 

受入適合基準
の確認 

（開
発
設
計
要
求
の
確
認
） 

（開
発
方
針
の
決
定
） 

レベル４プロセスを統合 レベル４プロセスを詳細化（レベル５） 

sD3.01-1 

RFP／RFQの入手・確認 

sD3.01-3 ,4 

 提案書・見積書の作成、承認、送付 

dI2.1-1,2 

dI2.2-2 

dI2.1-3 

dI2.1-4 

dI2.2-3,4 

dI2.2-5,6,7 

（承認） 

（承認） 



業務プロセスの見える化（サイボウズデジエ） 

営業案件ライブラリ（営業） 

特注品見積進捗管理 

ライブラリ（営業） 

提案仕様書作成 

ライブラリ（技術） 

営業案件を受け付け、ヒアリングした顧客要求を登録する。 

クロージングに至るプロセスを営業担当者が自ら管理し、かつ 

上司や関連部門担当者と報連相することを促す。 

特注案件を技術部に伝え、提案書作
成を依頼し、顧客へ提案書・見積もり
書を提出するまでのプロセスを営業
担当者が管理する。 

営業の依頼を受け付け、顧客要求に
基づき、概要設計・原価見積もりの
検討を行い、営業に返すまでのプロ
セスを管理する。 

x
x

x
x
x

x

x

x

x

x

x

x

x

x

x

x

x

x

x x
x
x
x
x

x
x

x

x
x
x

x
x
x
x
x
x
x

x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x

x

x

x
x
x
x

x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x

x

x

x
x
x
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３拠点に分散する担当者が円滑に連携 

営業案件 

ライブラリ 

特注品見積
進捗管理 

ライブラリ 

提案仕様書
作成管理 

ライブラリ 

営業担当 

営業担当 

技術担当 

登録 メール通知 

販売管理 

システム 

Smile BS 

確認 

営業部長 

東
京
本
社 

大
阪
営
業
所 

営業ＭＧ 

登録・閲覧・コメント 

登録・閲覧・コメント 

注文書 

福
島
工
場 

出荷指示書 

管理担当 

確認 

生産手配 

デジエによる 
業務システム 

コンテキサー 

ＢＯＭシステム 

業務担当 

受注・出荷業務 

受注処理 



あらすじ 

① カイゼンの背景・課題 

 

② 業務プロセスの見える化 
 

③ 見積もり業務のＩＴカイゼン 



データ連携ができていない！ 

見積もりシステムが必要だ！ 

エクセルで作成しているので・・・ 

• フォルダーに保存 

• 本人の記憶をたよりに過去参照 

• データの横串はできない 

• 担当者間の共有は事実上できない 

• 受発注にデータがつながらない 

• 見積もり根拠が残っていない 
x

x

x

x

x

x

x



板金部門における情報・データ連携 

要求部門 購買部門 

見積り 受注 発注 生産 請求 

品質情報 

 納期情報 
買掛（検収）情報 品質情報 

 納期情報 

発
注
企
業 

当
社 

（研究・開発・技術） 

→ データをスムーズに流したい！ 

メール・構想図・ＣＡＤデータ・写真 

要求仕様打合せ、見積もり 

納期情報 

 品質情報 

協
力
企
業 

見積り 受注 発注 生産 請求 

メール・図面・ＣＡＤデータ・写真 

最適な加工技術の選択、アイデア交換、見積もり 



ＩＴ改善研修会に参加 

東京都提案公募型産業交流促進事業 

         ”ITカイゼン”実践研修事業 

NPO法人ものづくりAPS推進機構 



「見積もり」とは？ 

一口に 
「見積もり」って
言っているんです
けどね・・・ 

１．設計補助 

２．工法検討 

３．材料取り 

４．コスト積算 

５．売価決定 



板金事業 見積業務プロセス 

①顧客要求の受付 
（引き合い） 

②要求の確認と合意 
（製造条件との擦合せ） 

③部品・材料展開 
④工法検討 

（工数・納期） 
⑤原価見積もり ⑥売価決定 

■図面（ファックス、PDF） 

■ＣＡＤデータ 

■仕様書・ポンチ絵・メモ 

■用途、数量 

■運送・梱包仕様 

■希望価格 

■希望納期 

■材料選定・材質 

■寸法（指定不明確 

      ・工法上対応可否） 

■公差・要求精度 

  ・コスト面からの適正確認 

  ・用途からの適正確認 

■溶接条件（外観・強度・漏れ） 

  ・必須遵守事項 

  ・要求水準の合意 

■表面処理 

■部品選定（車輪、超番等） 

■全般事項 

  ・用途把握 

  ・加工上の注意点 

  ・加工側裁量事項 

①②の結果による 

顧客要求仕様の情報 

■内製部品 

  ・材料展開 

 

■外製部品 

  ・見積もり用部品図 

 

■購入部品 

  ・部品選定 

【参照情報】 

購入部品カタログ 

・価格表 

標準材料価格表 

【参照情報】 

加工単価テーブル 

協力工場宛 

見積依頼書 

協力工場 

見積回答 

■内製部品 

 ・加工工法・工程 

 ・工数判断 

 

■組立・仕上・出荷 

 ・手順計画（概略） 

 ・工数判断 

 ・スケジュール、 

  納期検討 

見積書 

■利益判断 

 

■競合・市場価値 

  判断 

■納期対応可否判断 

 

■コスト見積もり 

 

■熟練者経験との照合 

作成： 2010年9月22日 

イ
ン
プ
ッ
ト 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト 



部品展開と工数見積もり 

製品Ａ 

部品① 

部品② 

部品③ 

内製 

外製 

購入 購入費 

購入費 

組立 

加工費 

部品 

加工費 

購入費 材料ａ 

工程／工数 

購入費 

材料ｂ 購入費 

工程／工数 

内製 

外製工程 

見
積
原
価 

※メッキ・塗装等 

価
格
決
定 



コンテキサーによるシステム開発（引き合い登録） 

案件の登録画面 

（顧客・件名） 

案件を構成する 

製品の登録 

x

x

x

x

x

x

x x

x

x

x

x



コンテキサーによるシステム開発 （材料費） 

材料費の一覧補助画面
から使用材料を選択し、
必要数を入力します。 



コンテキサーによるシステム開発 （加工費） 

工程と工数を 

検討して登録し加工費
を計算します。 



コンテキサーによるシステム開発 （外注費） 

協力工場への 

見積もり依頼を 

登録します。 

協力工場への 

見積書がExcelで 

発行されます。 

x

x

x

xx



コンテキサーによるシステム開発（積算・売価決定） 

各要素を登録したのちに、
見積もりを積算します。 

利益判断等を行って 

売価を決定します。 

お客様への見積書が 

Excelで印刷されます。 

x

x

x

x

x

x

x

x

x



ITカイゼン活動の様子 

実際の業務の流れを現場スタッフと打ち合わせ。 



コンテキサーによるITカイゼン計画 

見積システム 

（一般板金加工用） 

生産管理 

システム 

（板金用） 

販売・仕入システム 

（SmileBS） 

財務会計システム 

（SmileBS） 

Ｐチューブ加工 

受注管理システム 

設計部品表～ 

見積システム 
（油圧機器特注品用） 

部品発注 

システム 

※繰り返し受注生産（福島工場） 

※個別受注生産（本社工場） 

※個別受注設計生産（技術部） 

特注品 

スケジュール 

管理システム 



業務見える化・ITカイゼンの意義 

1. 「機能」「プロセス志向」で仕事をとらえる 
 自分の仕事の意味がわかる 

 他人の仕事の意味がわかる 

 全体の流れがわかる 

 

2. 「情報の流れ」のネックからカイゼン 
 情報を探すムダ 

 情報を転記（移動）するムダ 

 情報を待つムダ 

3. 「自分たちの力」で常にカイゼン 
 メンバーがお互いに向き合う（ああだ、こうだやる） 

 できるカイゼンから、とにかくやり、成果を取り込む 



ご静聴ありがとうございました！ 




